事業計画書

事業計画書
◇申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日：令和　　年　　月　　日
	住所
	〒　　　 －


	法人名
（個人の場合は空欄）
	

	氏名又は
代表者職・氏名等
	フリガナ

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 年齢：　　　歳）

	連絡先
（担当者がいる場合は担当者名を記入）
	ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　　　　【担当者名：　　　　　】
ＦＡＸ：　
E‐mail：

	事業経験
	□新規創業（※古賀市商工会にて特定創業支援等事業を受ける必要があります。）
□現在店舗を経営しており、今回移転するもの
(移転前の店舗名：　　　　　  所在地：　　　　　　　　　　     )
□現在店舗を経営しており、新たに別の店舗を開店するもの

	職歴又は事業経歴
	（例１：平成○○年○月～平成○△年□月　㈱○○にて営業を担当）
（例２：平成○○年△月～ 古賀市○丁目にてカフェKOGAを経営）


	資本金　※法人のみ
	　　　　　　　　　　　千円

	開業届出日又は法人設立日（又は予定日）
	　　　　年　　　月　　　日


　　　　　　　　　　　　　　
◇出店する店舗の概要
	開業（予定）住所
	古賀市天神

	名称又は屋号
	

	業　種
	

	改装工事予定
	　令和　　　年　 　月　　 日 　～ 　　令和　　年 　　月　 　日

	開業予定日
	令和　　年　　月　　日 
	店舗面積
	　　　　　　　　㎡

	
	
	店舗階数
	階建ての　　階

	必要資格又は
許認可等
	名称：
取得時期：　　　　　　　　　　　　　　※ 許認可証等の写しを添付してください。

	取扱品
	

	営業時間
	

	定休日
	

	想定する１日当たりの平均来店者数
	　　　　　　　　　　　　　　　　人

	開業する店舗での従業員数
	　　　　　人（正規従業員 　　　人、ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ 　　　人）

	店舗貸主
及び所有者
	住所
氏名
	月額賃借料
	　　　　　　円

	入居予定の物件
	以前営業していた店舗名・業種
	空き店舗となった年月

	
	
	　  　　年　　　月


◇事業の概要
	事業の具体的な内容

	（どのような業種・業態の事業で、どのような商品・サービスを提供していくか。）


	活性化ビジョンにもとづき、どのように地域活性化に貢献できるか
	（活性化ビジョンの中の「まちの将来像」の実現に向けて、具体的にどのような役割をはたせるか。）


	市場のニーズやターゲットとなる顧客
	(需要の見込みをどのように捉え、ターゲットをどのようにとらえているか。)


	店舗の特徴・アピールポイント、競合他店と比較した優位性
	(商品・サービスのセールスポイントは何か。どこに特徴があって、競合する他店又は今までのものと何が違うのか。)


	過去の経験や実績を本事業内容にどのように生かせるか。
	(過去の経験やスキルをどのように事業に生かしていくか。)



◇主な仕入先
	名称
	（フリガナ）

	住所（市区町村まで）
	

	名称
	（フリガナ）

	住所（市区町村まで）
	


◇開店までの資金計画
　（準備から開店までの間に必要な全ての資金と調達方法を記載してください。）
	必要な資金
	金額（円）
	調達の方法
	金額（円）

	設備資金
	（内容）

	
	自己資金

	

	
	
	
	金融機関等からの借入金
（金融機関名：　　　　　　　　）
	

	
	
	
	その他 ※売上金・親族からの借入金等
（　　　　　　　　　　　）
	

	
	設備資金の合計
	　
	補助金希望額
	

	運転資金
	（内容）

	
	補助対象経費の２分の１以内。上限100万円。千円未満切捨て。
補助金は、実績報告書提出後に検査を経てお支払いする形となりますので、補助金支払いまでの間、補助金交付希望額相当額を手当てしていただく必要があります。
	

	
	運転資金の合計
	
	
	

	合　計（A）　
	
	合　計（B）　
	


※（A）＝（B）
◇事業スケジュール
	実施時期
	具体的な実施内容

	開店前
	

	１年目
	

	２年目
	

	３年目
	


◇売上・利益等の計画
	
	１年目
(令和5年1月～令和5年12月)※
	２年目
(令和6年1月～令和6年12月) ※
	３年目
(令和7年1月～令和7年12月) ※

	a.売上高
	千円
	千円
	千円

	b.売上原価
	千円
	千円
	千円

	c.売上総利益(a-b)
	千円
	千円
	千円

	d.販売管理費
	千円
	千円
	千円

	営業利益（c-d）
	千円
	千円
	千円


※法人については、決算終期にあわせてください。
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